








































































































































　　　　     1-1-1 都市に内包された公園的空間
　　　　     1-1-2 建築化された公園的空間





　　　　2-2  建築構成要素としての「天井」-屋根から天井へ -
　　　　2-3  天井の変遷と新たな可能性

























































































































































































































































































Rem Koolhaas and Bruce Mau,Monacel l i /S ,M,L ,XL,/1998 に記されている論文


































































































































































































クリストファー・アレグザンダー , パタンランゲージ ,  1984 より引用
人間と空間とのあいだには複雑な相互作用が有り、人は建物内の天井高の相違をメッセージとし
て読みとり、そのメッセージにしたがって位置を占める。


























































コンポジション ・ フォーム グループ ・ フォームメガ ・ フォーム

















































































- アフォーダンス理論　<Behavior System> に位置づけられるのがアフォーダン















































































心理的効果 質の操作 行為の誘発 /境界の生成
集合体と場の密度対人関係
対人距離とバブル































































































































































































く、天井の面的構成を図式化し、[a: 求心型 ][b: イエ型 ][c: 傾斜型 ][d: 連続傾
斜型 ][e: 水平切替型 ][f: 変形切替型 ][g: 反復型 ][h: 水平型 ] の８つ型に整理
した。
[a: 求心型 ] [b: イエ型 ] [c: 傾斜型 ] [d: 連続傾斜型 ]











[ 面の切替 ] [ 面の貫入 ]
境界の曖昧化



























































































































































































































































集中 :作業・学習 休息：交流 :遊戯・会話・読書
行為の状態 (滞留 /流動 )
行為の分節
行為の質 (集中 /休息 )
対人関係 (社交 /親密 )
年齢層 (大人 /子供 )
切替 傾斜連続面
抑揚・視覚的連続性 領域の差異の明確化 /拠点化 緩やかな性質変化
親密 /内省社交 /開放






4-4 面的構成と素材・組成の関係性　面的構成の 8 つの型と天井面の素材・組成
の関係性を考察した。傾斜型 (a,b,c 型 ) は、複雑な面形状であるため施工性を
考慮し、< 塗装 ( 白 )>< 線材 > が多く選択されている。目地が無くより連続的な
天井面に仕上げることができる < 塗装 ( 白 )> は、光の陰影を効果的に魅せ、変































[a: 求心型 ] [b: イエ型 ] [c: 傾斜型 ]
連続変形型 切替変形型 均質変形型

















































提案 多様な活動が共存するオフィス空間　本提案では、専有オフィス ( ケース
スタディーとして出版社と仮定 ) に、コワーカー・周辺住民が集うワーキングス







































































…重層性 (奥行 /厚み )






































































































❷-1 インフィルの挿入 _ 天井の主要操作　４章までに抽出した手法より、本提案
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< 塗装 ( 白 )>< 線材 > が多く選択されている。目地が無く、より連続




より視覚的な誘導効果をもたらす。また、切替型 (e,f 型 ) は、面の
切替に応じた素材の変化により領域の差異を強調しており、明度が
高い部分に活動の拠点が置かれる傾向がある。均質型 (g,h 型 ) は、























個性、有機のサブシステムを見いだした ( 図 12)。この有機的次元に
おいて空間と行為の研究に長年関わって来たエイモス・ラポポート





が設計へと応用される概念で、この <Behavior System> に位置づけ
られるのがアフォーダンスの理論である。アフォーダンス理論とは、



















成を図式化し、[a: 求心型 ][b: イエ型 ][c: 傾斜型 ][d: 連続傾斜型 ]





















5-2 設計提案における天井の位置付け (図 20-2)
　2 章で定義した内的要求を建築的・用途的要求に細分化し、それら
に応える構成要素として天井を位置付けた。これまでの構造・非構
造 ( スケルトンインフィル構法 ) という明確なヒエラルキーに対し、
インフィルに構成材としての階層性を与えることで、構造と非構造
の関係性に段階的なヒエラルキーを生み出した。対立関係を曖昧化
することで、建築的・用途的要求に応じたインフィル ( 天井 ) の挿
入が可能になる。用途的要求に対して天井は表層性が求められる一
方で、奥行きを持たせることで建築的要求に応じているといえる。




























































































































































































































































< 塗装 ( 白 )>< 線材 > が多く選択されている。目地が無く、より連続
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成を図式化し、[a: 求心型 ][b: イエ型 ][c: 傾斜型 ][d: 連続傾斜型 ]
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Rem Koolhaas and Bruce Mau,Monacel l i /S ,M,L ,XL,/1998 に記されている論文
「Bigness or the problem of Large」より一部抜粋

































































































































< 塗装 ( 白 )>< 線材 > が多く選択されている。目地が無く、より連続
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[ 面の切替 ] [ 面の貫入 ]
境界の曖昧化
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専有オフィス ( 出版社 ) に、コワーカー・周辺住民が集うワーキングスペー

































































…重層性 (奥行 /厚み ))
























準構造 ( 鉄 )
準構造 (木造)
仕上げ (ルー バー )
構造 仕上げ準構造
柏木博 , しきりの文化論 , 講談社 , 2004
エドワード・ホール (著 )、日高敏隆・佐藤信行 (訳 ), かくれた次元 , みすず書房 ,1970
槇文彦 , 記憶の継承 -都市と建築との間で -, 1992
矢萩喜従郎 , 空間 建築 身体 ,エクスナレッジ ,2004
クリストファー・アレグザンダー(著)/平田 翰那 (訳),パタン・ランゲージ―環境設計の手引,鹿島出版会,1984
佐々木正人 , 新版 アフォーダンス , 岩波書店 , 2015

























































































































































































































































































































- 事 例 表 -
75
資料編　事例分析データシート















流 動 混 合 混 合
No.1 佐世保港国際ターミナル NKS アーキテクツ 2014旅客ターミナル
76
資料編　事例分析データシート
















流 動 混 合 混 合
No.2 湘南港ヨットハウス ヘルム＋オンデザインパートナーズ 2014港湾管理事務局
77
資料編　事例分析データシート

















No.3 トレッタみよし ナフ・アーキテクト＆デザイン崇城大学 2014店舗＋交流施設
78
資料編　事例分析データシート

















No.4 草屋根 藤森照信＋中谷弘志 2014店舗＋工場
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資料編　事例分析データシート

















No.5 直島宮浦ギャラリー 西沢大良 2013ギャラリー
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資料編　事例分析データシート

















No.6 プロソミュージアム 熊研吾建築都市設計事務所 2010ギャラリー
81
資料編　事例分析データシート

















No.7 伊那東小学校 みかんぐみ＋小野田泰明 2009学校
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資料編　事例分析データシート

















No.8 有田市そとはま保育所 アトリエ・アースワーク 2012保育施設
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資料編　事例分析データシート

















No.9 山武市なるとうこども園 日総建 2013保育施設
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資料編　事例分析データシート

















No.10 川通どれみ保育園 長建設計事務所＋山下秀之＋江尻憲泰 2014保育施設
85
資料編　事例分析データシート

















No.11 空の家 アーキヴィジョン広谷スタジオ 2011保育施設
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資料編　事例分析データシート

















No.12 小布施町立図書館「まちとしょテラソ」 古谷誠章 2009図書館
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資料編　事例分析データシート

















No.13 ぎふメディアコスモス 伊東豊雄建築設計事務所 2015図書館
88
資料編　事例分析データシート

















No.14 武蔵野美術大学図書館 藤本壮介建築設計事務所 2010図書館
89
資料編　事例分析データシート


















No.15 KOIL　(柏の葉イノベーションラボ） 成瀬・猪熊建築設計事務所 2014オフィス
90
資料編　事例分析データシート

















No.16 C.C.C. 本社オフィス ジョイントセンター 2013オフィス
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資料編　事例分析データシート

















No.17 3M 本社改修 阿部仁史アトリエ 2013オフィス
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資料編　事例分析データシート

















No.18 ライゾマティクスオフィス 中川エリカ建築設計事務所 2012オフィス
93
資料編　事例分析データシート

















No.19 喜多方市新本庁舎 古谷誠章＋NASCA 2015庁舎
94
資料編　事例分析データシート

















No.20 ウィークエンドハウス 西沢立衛建築設計事務所 1998住宅
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資料編　事例分析データシート

















No.21 DAYLIGHT HOUSE 保坂猛 2011住宅
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資料編　事例分析データシート


















No.22 片流れの家 富永大毅建築都市計画事務所 2012住宅
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資料編　事例分析データシート


















No.23 行橋の住宅 NKS アーキテクツ 2013住宅
98
資料編　事例分析データシート


















No.24 House K 藤本壮介建築設計事務所 2013住宅
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資料編　事例分析データシート


















No.25 コクリエ 井坂幸恵 /bews 2015住宅＋オフィス
100
資料編　事例分析データシート


















No.26 寺崎邸 西沢立衛 2014住宅
101
資料編　事例分析データシート


















No.27 船底天井の家 富永大毅建築都市計画事務所 2015住宅
102
資料編　事例分析データシート


















No.28 カフェ・ラ・ミール suppose design office/ なわけんジム 2006カフェ
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資料編　事例分析データシート


















No.29 録ミュージアム NAP 建築設計事務所 2010カフェ
104
資料編　事例分析データシート


















No.30 Fab Cafe 成瀬・猪熊建築設計事務所 2012カフェ
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資料編　事例分析データシート


















No.31 狭山湖畔霊園管理休憩棟 NAP 建築設計事務所 2013事務室
106
資料編　事例分析データシート


















No.32 千葉商科大学 シーラカンス K＆H 2015食堂
107
資料編　事例分析データシート

















No.33 シェルハ・バイ・アフロート 青木淳 2012美容院
108
資料編　事例分析データシート

















No.34 VISON 根津武彦建築設計事務所 2012美容院
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資料編　事例分析データシート

















No.35 膜の教会 坂茂建築設計 2007教会
110
資料編　事例分析データシート


















No.36 駿府教会 西沢大良建築設計事務所 2008教会
111
資料編　事例分析データシート


















No.37 日本キリスト教団　生田教会 西沢立衛建築設計事務所 2014教会
112
資料編　事例分析データシート



















No.38 湘南キリスト教会 保坂猛 2014教会
113
資料編　事例分析データシート























小嶋一浩 (編 ), アクティビティを設計せよ！ -学校空間を軸にしたスタディ (エスキスシリーズ )-, 彰国社 , 2000
小嶋一浩 (編 ), 建築の言語 , 彰国社 , 2002
小嶋一浩 , アクティビティと空間 , 新建築 -1995 年 7 月号 , p.154, 新建築社
千葉　学 ,人の集まり方をデザインする , 王国社 , 2015
佐々木正人 , 新版 アフォーダンス , 岩波書店 , 2015
後藤武、佐々木正人、深澤直人 , デザインの生態学 -新しいデザインの教科書 , 東京書籍 , 2004
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